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理事長
り じ ち ょ う

 堤
つつみ

 愛
あ い

子
こ

  ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢  

 

新
しん

年
ねん

おめでとうございます。 

 

今年
ことし

は３月
がつ

いっぱいでＩＬ
あいえる

部
ぶ

門
もん

が閉
へい

鎖
さ

となります。 

今
こん

後
ご

は障
しょう

害
がい

者
しゃ

スタッフ３人
にん

を含
ふく

む事
じ

務
む

所
しょ

スタッフ総
そう

員
いん

で、部
ぶ

門
もん

を分
わ

けることなく、一
いっ

体
たい

化
か

して事
じ

業
ぎょう

を進
すす

めていく予
よ

定
てい

です。 

当
とう

面
めん

は派
は

遣
けん

の利
り

用
よう

者
しゃ

さんを中
ちゅう

心
しん

に、ＣＩＬ
しーあいえる

の手
しゅ

法
ほう

を生
い

かしたピアカウンセリングや個
こ

別
べつ

プ

ログラム（体
たい

験
けん

室
しつ

を含
ふく

む）などを行
おこ

ない、自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

の実
じつ

現
げん

やエンパワメントを図
はか

っていきた

いと思
おも

います（不
ふ

特
とく

定
てい

多
た

数
すう

に呼
よ

びかける形
かたち

での講
こう

座
ざ

やプログラムは減
へ

りますが、個
こ

別
べつ

の相
そう

談
だん

や情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

は、いままで通
どお

りどなたに対
たい

しても行
おこ

ないます）。 

もともとＭＨＮ
えむえいちえぬ

は、創
そう

設
せつ

当
とう

初
しょ

は部
ぶ

門
もん

分
わ

けもなくスタッフ一
いち

丸
がん

となって「エンジョイ！ 自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

｣のサポートをしてきましたので、原
げん

点
てん

に戻
もど

ったとも言
い

えます。 

これからは、「障
しょう

害
がい

をもつものと持
も

たないものの共
きょう

働
どう

」「共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

」をめざして

活
かつ

動
どう

していきます。創
そう

設
せつ

３４年
ねん

を経
へ

て、ＭＨＮ
えむえいちえぬ

は次
つぎ

のステージに突
とつ

入
にゅう

します。 

今年
ことし

もどうぞ、よろしくお願
ねが

いします。 

 

副
ふく

理事長
り じ ち ょ う

 松原
まつばら

 信
のぶ

幸
ゆき

  ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ♢  

 

年
とし

明
あ

け早々
そうそう

、心
こころ

痛
いた

める出
で

来
き

事
ごと

が続
つづ

いており、波
は

乱
らん

の幕
まく

開
あ

けとなってしまいました。被
ひ

災
さい

さ

れた方々
かたがた

には、心
こころ

からお見
み

舞
ま

いを申
もう

し上
あ

げます。 

周
しゅう

知
ち

の通
とお

り、ＩＬ
あいえる

部
ぶ

門
もん

は今年
ことし

の３月
がつ

いっぱいで閉
へい

鎖
さ

となりますが、ＭＨＮ
えむえいちえぬ

の新
あたら

しいステ

ージに向
む

け、微
び

力
りょく

ながらも出
で

来
き

ることを精
せい

一
いっ

杯
ぱい

務
つと

めて参
まい

りたいと思
おも

います。 

また、今年
ことし

の干支
え と

は辰
たつ

です。十
じゅう

二
に

支
し

の中
なか

では唯
ゆい

一
いつ

空
くう

想
そう

上
じょう

の動
どう

物
ぶつ

であり、願
ねが

いを叶
かな

え、物
もの

事
ごと

を好
こう

転
てん

させてくれる縁
えん

起
ぎ

の良
よ

い干支
え と

なのだそうです。まさに今
いま

のＭＨＮ
えむえいちえぬ

にとっては、とて

も良
よ

い時
じ

期
き

なのかもしれ
 

ません。 

本
ほん

年
ねん

もどうぞ、よろしくお願
ねが

いします。 

 

 

 

新年
しんねん

のご挨
あい

拶
さつ
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４ページの「理
り

事
じ

会
かい

/総
そう

会
かい

報
ほう

告
こく

」にもありますように、ＩＬ
あいえる

部
ぶ

門
もん

の廃
はい

止
し

に伴
ともな

い、２０２４年
ねん

４月
がつ

より会
かい

員
いん

制
せい

度
ど

が大
おお

きく変
か

わります（ここでいう「会
かい

員
いん

」とは、総
そう

会
かい

の議
ぎ

決
けつ

権
けん

を持
も

つ「運
うん

営
えい

会
かい

員
いん

」以
い

外
がい

の会
かい

員
いん

を指
さ

します）。 

おもな変
へん

更
こう

点
てん

は、以
い

下
か

の通
とお

りです。 

 

【前
ぜん

文
ぶん

（理
り

念
ねん

）】 

これまでの理
り

念
ねん

では「当
とう

事
じ

者
しゃ

主
しゅ

体
たい

」を中
ちゅう

心
しん

に据
す

えていましたが、「障
しょう

害
がい

をもつものと持
も

た

ないものとの共
きょう

働
どう

」と「共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

の創
そう

出
しゅつ

」を中
ちゅう

心
しん

に据
す

えました。 

 

【会
かい

員
いん

】 

賛
さん

助
じょ

会
かい

員
いん

を廃
はい

止
し

し、正
せい

会
かい

員
いん

と団
だん

体
たい

会
かい

員
いん

のみとしました。 

それぞれの定
てい

義
ぎ

は以
い

下
か

の通
とお

りです。 

☆正
せい

会
かい

員
いん

・・・この法
ほう

人
じん

の理
り

念
ねん

に賛
さん

同
どう

し、この法
ほう

人
じん

の活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

、または理
り

念
ねん

を推
すい

進
しん

する個
こ

人
じん

とする。 

☆団
だん

体
たい

会
かい

員
いん

・・・この法
ほう

人
じん

の理
り

念
ねん

に賛
さん

同
どう

し、この法
ほう

人
じん

の活
かつ

動
どう

を支
し

援
えん

する団
だん

体
たい

とする。 

 

【会
かい

費
ひ

】正
せい

会
かい

員
いん

、団
だん

体
たい

会
かい

員
いん

とも会
かい

費
ひ

は無
む

料
りょう

になります。 

 

【会
かい

員
いん

の権
けん

利
り

】 

（１）会
かい

員
いん

は、この法
ほう

人
じん

が発
はっ

行
こう

する機
き

関
かん

紙
し

などの資
し

料
りょう

配
はい

布
ふ

を受
う

けることができます。 

（２）会
かい

員
いん

は、総
そう

会
かい

における議
ぎ

決
けつ

権
けん

を有
ゆう

しませんが、総
そう

会
かい

で参
さん

考
こ う

意
い

見
けん

を述
の

べることができます。 

 

【機
き

関
かん

紙
し

等
など

】 

これまで紙
かみ

媒
ばい

体
たい

による「町
まち

田
だ

ヒューマンネットワークニュース」を年
ねん

４回
かい

発
はっ

行
こう

してきましたが、

今
こん

後
ご

はメールマガジン形
けい

式
しき

の、オンラインを中
ちゅう

心
しん

とした情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

となります（パソコン、

スマートフォン等
とう

のオンライン環
かん

境
きょう

がない方
かた

には、紙
かみ

媒
ばい

体
たい

で郵
ゆう

送
そう

します）。 

またイベント案
あん

内
ない

も、当
とう

団
だん

体
たい

ホームページにて随
ずい

時
じ

掲
けい

載
さい

していきます。 

 

【会
かい

員
いん

更
こう

新
しん

についてご協
きょう

力
りょく

のお願
ねが

い】 

現
げん

在
ざい

正
せい

会
かい

員
いん

、賛
さん

助
じょ

会
かい

員
いん

の方
かた

は「正
せい

会
かい

員
いん

」に、団
だん

体
たい

会
かい

員
いん

の方
かた

はそのまま「団
だん

体
たい

会
かい

員
いん

」に移
い

行
こう

す

る予
よ

定
てい

です。 

会
かい

員
いん

の皆
みな

さまには、新
あたら

しい会
かい

員
いん

規
き

程
てい

と共
とも

に、会
かい

員
いん

継
けい

続
ぞく

の意
い

思
し

の有
う

無
む

や、紙
かみ

媒
ばい

体
たい

の情
じょう

報
ほう

の必
ひつ

要
よう

性
せい

などをお伺
うかが

いするアンケ－ト用
よう

紙
し

を、メールまたは郵
ゆう

送
そう

でお送
おく

りする予
よ

定
てい

です。 

そちらへの回
かい

答
とう

のご協
きょう

力
りょく

も、よろしくお願
ねが

いします。 

 

 

会
かい

員
いん

の皆
みな

さまへ・・・４月
がつ

から会
かい

員
いん

の仕
し

組
く

みが変
か

わります 
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昨
さく

年
ねん

１２月
がつ

２４日
にち

（日
ひ

）、奇
く

しくもクリスマスイブの日
ひ

に、第
だい

７４回
かい

理
り

事
じ

会
かい

・臨
りん

時
じ

総
そう

会
かい

が開
かい

催
さい

されました。来
らい

年
ねん

度
ど

からＩＬ
あいえる

部
ぶ

門
もん

が廃
はい

止
し

されることに伴
ともな

い、組
そ

織
しき

の大
おお

幅
はば

な変
へん

更
こう

が求
もと

められ

ており、以
い

下
か

の議
ぎ

題
だい

を審
しん

議
ぎ

しました。 

 

① 特
とく

定
てい

非
ひ

営
えい

利
り

活
かつ

動
どう

法
ほう

人
じん

町
まち

田
だ

ヒューマンネットワーク定
てい

款
かん

の変
へん

更
こう

について 

② 特
とく

定
てい

非
ひ

営
えい

利
り

活
かつ

動
どう

法
ほう

人
じん

町
まち

田
だ

ヒューマンネットワーク会
かい

員
いん

規
き

定
てい

の変
へん

更
こう

について 

③ 役
やく

員
いん

辞
じ

任
にん

報
ほう

告
こく

と後
こう

任
にん

役
やく

員
いん

選
せん

出
しゅつ

について 

※すべて総
そう

会
かい

議
ぎ

決
けつ

事
じ

項
こう

 

 

① 定
てい

款
かん

の変
へん

更
こう

について 

 

変
へん

更
こう

のおもなポイントは、以
い

下
か

の通
とお

りです。 

・第
だい

３条
じょう

（目
もく

的
てき

）：新
あら

たな理
り

念
ねん

（案
あん

）に基
もと

づいた文
もん

言
ごん

に変
へん

更
こう

した。 

・第
だい

７条
じょう

（構
こう

成
せい

）：もともと役
やく

員
いん

で５１ ％
ぱーせんと

条
じょう

項
こう

を満
み

たしていた（旧
きゅう

第
だい

１３条
じょう

）が、 

本
ほん

来
らい

の最
さい

高
こう

決
けっ

定
てい

機
き

関
かん

である総
そう

会
かい

で満
み

たすこととしたい。 

・旧
きゅう

第
だい

８条
じょう

（会
かい

費
ひ

）：会
かい

費
ひ

制
せい

をなくすため条
じょう

文
ぶん

を削
けず

った。 

＊新
あら

たな理
り

念
ねん

…これまでの理
り

念
ねん

では「当
とう

事
じ

者
しゃ

主
しゅ

体
たい

」を中
ちゅう

心
しん

に据
す

えていたが、新
しん

理
り

念
ねん

では

「障
しょう

害
がい

をもつものと持
も

たないものとの共
きょう

働
どう

」と「共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

の創
そう

出
しゅつ

」を中
ちゅう

心
しん

に据
す

えた。 

＊５１ ％
ぱーせんと

条
じょう

項
こう

…自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センターの要
よう

件
けん

として、過
か

半
はん

数
すう

は障
しょう

害
がい

者
しゃ

であることが定
さだ

めら 

れている。 

 

理
り

事
じ

会
かい

では、７条
じょう

を巡
めぐ

って、活
かっ

発
ぱつ

な議
ぎ

論
ろん

が行
おこな

われました。 

７条
じょう

の条
じょう

文
ぶん

は以
い

下
か

のようになっています。 

 

第
だい

７条
じょう

 この法
ほう

人
じん

は、第
だい

３条
じょう

の目
もく

的
てき

を実
じつ

現
げん

するために運
うん

営
えい

会
かい

員
いん

の過
か

半
はん

数
すう

を障
しょう

害
がい

を持
も

つ当
とう

事
じ

者
しゃ

で構
こう

成
せい

する。 

２ この定
てい

款
かん

でいう障
しょう

害
がい

を持
も

つものとは、身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

（発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

を含
ふく

む）その他
た

の心
しん

身
しん

の機
き

能
のう

の障
しょう

害
がい

（以
い

下
か

「障
しょう

害
がい

」と総
そう

称
しょう

する）がある者
もの

であって、障
しょう

害
がい

及
およ

び社
しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

により継
けい

続
ぞく

的
てき

に日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

又
また

は社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

に相
そう

当
とう

な制
せい

限
げん

を受
う

ける状
じょう

態
たい

にあ

るものをいう。 

３ この定
てい

款
かん

でいう当
とう

事
じ

者
しゃ

とは、現
げん

在
ざい

の状
じょう

態
たい

に問
もん

題
だい

意
い

識
しき

を持
も

ち、よりよい新
あたら

しい現
げん

実
じつ

をつ

くりだそうとする構
こう

想
そう

力
りょく

をもつものをいう。 

 

「運
うん

営
えい

会
かい

員
いん

」とは、総
そう

会
かい

の議
ぎ

決
けつ

権
けん

を持
も

つＮＰＯ
えぬぴーおー

法
ほう

上
じょう

の社
しゃ

員
いん

のことです。 

 

第
だい

７４回
かい

理事会
り じ か い

・臨時
り ん じ

総会
そうかい

報告
ほうこく
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この条
じょう

文
ぶん

では、運
うん

営
えい

会
かい

員
いん

の過
か

半
はん

数
すう

は「問
もん

題
だい

意
い

識
しき

を持
も

った障
しょう

害
がい

者
しゃ

」でなければならないとさ

れているため、「障
しょう

害
がい

者
しゃ

を選
せん

別
べつ

することになるのでは」といった問
もん

題
だい

提
てい

起
き

が行
おこ

なわれ、この

部
ぶ

分
ぶん

については総
そう

会
かい

の判
はん

断
だん

に委
ゆだ

ねられることになりました。 

 

総
そう

会
かい

では 

「５１ ％
ぱーせんと

は問
もん

題
だい

意
い

識
しき

を持
も

った障
しょう

害
がい

者
しゃ

であり、残
のこ

り４９ ％
ぱーせんと

は問
もん

題
だい

意
い

識
しき

の薄
うす

い障
しょう

害
がい

者
しゃ

、

問
もん

題
だい

意
い

識
しき

を持
も

った健
けん

常
じょう

者
しゃ

、問
もん

題
だい

意
い

識
しき

の薄
うす

い健
けん

常
じょう

者
しゃ

等
など

、誰
だれ

でもよいというということである｣

という説
せつ

明
めい

に出
しゅっ

席
せき

者
しゃ

が賛
さん

意
い

を示
しめ

し、 

「せめて過
か

半
はん

数
すう

は問
もん

題
だい

意
い

識
しき

を持
も

った障
しょう

害
がい

者
しゃ

が運
うん

営
えい

主
しゅ

体
たい

となるべきでは」という意
い

見
けん

もあり、

ほかの変
へん

更
こう

部
ぶ

分
ぶん

も含
ふく

めて、定
てい

款
かん

変
へん

更
こう

については全
ぜん

員
いん

一
いっ

致
ち

で可
か

決
けつ

されました。 

 

 

② 会
かい

員
いん

規
き

定
てい

の変
へん

更
こう

について 

 

おもな改
かい

定
てい

点
てん

は、以
い

下
か

の通
とお

りです。 

※詳
しょう

細
さい

は、３ページの記
き

事
じ

をご参
さん

照
しょう

ください。 

 

・前
ぜん

文
ぶん

（理
り

念
ねん

）：新
あら

たな理
り

念
ねん

（案
あん

）に基
もと

づいた文
もん

言
ごん

に変
へん

更
こう

した。 

・第
だい

３条
じょう

（会
かい

費
ひ

）：会
かい

費
ひ

制
せい

をなくすため文
もん

言
ごん

を変
へん

更
こう

した。 

・第
だい

６条
じょう

（会
かい

員
いん

の権
けん

利
り

）：会
かい

員
いん

制
せい

をなくすため文
もん

言
ごん

を変
へん

更
こう

した。 

 

この議
ぎ

案
あん

は、若
じゃっ

干
かん

の質
しつ

疑
ぎ

の後
あと

、理
り

事
じ

会
かい

、総
そう

会
かい

とも全
ぜん

員
いん

一
いっ

致
ち

で可
か

決
けつ

されました。 

 

③ 役
やく

員
いん

辞
じ

任
にん

報
ほう

告
こく

と後
こう

任
にん

役
やく

員
いん

選
せん

出
しゅつ

について 

 

これまで理
り

事
じ

であった秋
あき

元
もと

麻
ま

紀
き

子
こ

（マイライフコーディネーター・１２月
がつ

３１日
にち

付
づ

けで退
たい

職
しょく

）

が、一
いっ

身
しん

上
じょう

の都
つ

合
ごう

により、２０２３年
ねん

１０月
がつ

２７日
にち

付
づけ

で辞
じ

任
にん

したため、後
こう

任
にん

理
り

事
じ

に廣
ひろ

瀬
せ

綾
あや

（マイライフコーディネーター）が推
すい

薦
せん

され、全
ぜん

員
いん

一
いっ

致
ち

で可
か

決
けつ

されました。なお任
にん

期
き

は秋
あき

元
もと

の残
のこ

りの任
にん

期
き

となるため、２０２３年
ねん

１２月
がつ

２４日
か

～２０２４年
ねん

５月
がつ

２９日
にち

となります。 

 

上
じょう

記
き

の議
ぎ

決
けつ

を経
へ

て、理
り

事
じ

会
かい

及
およ

び臨
りん

時
じ

総
そう

会
かい

は午
ご

後
ご

４時
じ

閉
へい

会
かい

となりました。 
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堤
つつみ

 愛
あい

子
こ

 

 

昨
さく

年
ねん

９月
がつ

１５日
にち

に、町
まち

田
だ

ヒューマンネットワーク（ＭＨＮ
えむえいちえぬ

）の

創
そう

設
せつ

者
しゃ

である、草
そう

創
そう

期
き

にはＪＩＬ
じ る

(全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター協
きょう

議
ぎ

会
かい

)

の代
だい

表
ひょう

も務
つと

められ、日本
にほん

の自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター（ＣＩＬ
しーあいえる

）運
うん

動
どう

に大
おお

きな貢
こう

献
けん

をした樋
ひ

口
ぐち

恵
けい

子
こ

さんが、お亡
な

くなりになりました。７２歳
さい

でした。 

その日
ひ

、樋
ひ

口
ぐち

さんは昼
ひる

間
ま

はお元
げん

気
き

で、通
つう

院
いん

後
ご

、ホテルのレストランで、夫
おっと

の近
こん

藤
どう

秀
ひで

夫
お

さん

（創
そう

設
せつ

メンバーで元
もと

理
り

事
じ

）やお姉
ねえ

さまとランチを摂
と

るほどだったそうです。自
じ

宅
たく

に戻
もど

って、夕
ゆう

方
がた

急
きゅう

に気
き

分
ぶん

が悪
わる

くなり、近
こん

藤
どう

さんやお姉
ねえ

さまに見
み

守
まも

られながらご自
じ

宅
たく

で永
えい

眠
みん

されたそうです。

ある意
い

味
み

、とても幸
しあわ

せな亡
な

くなり方
かた

だったと思
おも

います。 

 

 樋
ひ

口
ぐち

さんは、１９８６年
ねん

に日本
にほん

最
さい

初
しょ

のＣＩＬ
しーあいえる

「ヒューマンケア協
きょう

会
かい

」（八
はち

王
おう

子
じ

）発
ほっ

足
そく

に関
かか

わりました。それが軌
き

道
どう

に乗
の

っ

た１９８９年
ねん

に、地
じ

元
もと

町
まち

田
だ

にも

ＣＩＬ
しーあいえる

を創
つく

ろうと、「町
まち

田
だ

で

何
なに

かしたい人
ひと

、この指
ゆび

止
と

まれ」

と呼
よ

びかけ、当
とう

時
じ

中
なか

町
まち

にあった

「市
し

役
やく

所
しょ

分
ぶん

室
しつ

市
し

民
みん

サロン」の

一
いっ

角
かく

で、７人
にん

の仲
なか

間
ま

たちで

ＭＨＮ
えむえいちえぬ

を立
た

ち上
あ

げたのです。 

 私
わたし

もその呼
よ

びかけに応
こた

えて

仲
なか

間
ま

に加
くわ

わった１人
ひとり

でした。 

 追悼
ついとう

！ 樋口
ひ ぐ ち

恵子
け い こ

さん 

⬆ ２０１６年
ねん

１１月
がつ

３日
か

「福
ふく

祉
し

用
よう

具
ぐ

国
こく

民
みん

会
かい

議
ぎ

」主
しゅ

催
さい

の「公
こう

開
かい

討
とう

論
ろん

会
かい

」出
しゅっ

席
せき

のため、高
こう

知
ち

から上
じょう

京
きょう

したときの様子
よ う す

。隣
となり

は近
こん

藤
どう

秀夫
ひ で お

さん。 
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 樋
ひ

口
ぐち

さんは、ピアカウンセリング集
しゅう

中
ちゅう

講
こう

座
ざ

や自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

プログラム、有
ゆう

料
りょう

介
かい

助
じょ

派
は

遣
けん

サービ

スなど、ＣＩＬ
しーあいえる

の基
き

本
ほん

的
てき

な活
かつ

動
どう

の他
ほか

、活
かつ

動
どう

資
し

金
きん

作
づく

りのため「自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

海
かい

外
がい

旅
りょ

行
こう

」を企
き

画
かく

して、

アメリカ、カナダ、オーストラリアなど、福
ふく

祉
し

先
せん

進
しん

国
こく

に多
おお

くの仲
なか

間
ま

たちを同
どう

行
こう

し、刺
し

激
げき

を与
あた

えてくれました。 

 １９９４年
ねん

には町
まち

田
だ

市
し

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

に立
りっ

候
こう

補
ほ

し見
み

事
ごと

当
とう

選
せん

、

４年
ねん

間
かん

町
まち

田
だ

の福
ふく

祉
し

のために

尽
じん

力
りょく

してくださいました。

議
ぎ

員
いん

就
しゅう

任
にん

後
ご

はＭＨＮ
えむえいちえぬ

の事
じ

務
む

局
きょく

からは退
しりぞ

きましたが、

運
うん

営
えい

委
い

員
いん

や理
り

事
じ

として、活
かつ

動
どう

を支
ささ

えてくださいました。

ＭＨＮ
えむえいちえぬ

以
い

外
がい

でも、ＪＩＬ
じ る

の代
だい

表
ひょう

やスタジオＩＬ
あいえる

文
ぶん

京
きょう

の事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

を務
つと

め、ＣＩＬ
しーあいえる

運
うん

動
どう

を盛
も

り上
あ

げてくれました。 

 

 樋
ひ

口
ぐち

さんは、個
こ

人
じん

的
てき

にも、私
わたし

が町
まち

田
だ

に転
てん

居
きょ

した１９８０年
ねん

から、４０年
ねん

以
い

上
じょう

のお付
つ

き合
あ

いをしてきた古
ふる

い友
ゆう

人
じん

です。ＣＩＬ
しーあいえる

運
うん

動
どう

だけでなく、８０年
ねん

代
だい

にＤＰＩ
でぃーぴーあい

女
じょ

性
せい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

ネット

ワークを創
そう

設
せつ

し、全
ぜん

国
こく

の女
じょ

性
せい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

と交
こう

流
りゅう

の場
ば

を作
つく

りました。１９９５年
ねん

には北京
ぺきん

女
じょ

性
せい

会
かい

議
ぎ

ＮＧＯ
えぬじーおー

フォーラムにも参
さん

加
か

し、ＤＰＩ
でぃーぴーあい

女
じょ

性
せい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

ネットワークのメンバーとして、一
いっ

緒
しょ

に旧
きゅう

優
ゆう

生
せい

保
ほ

護
ご

法
ほう

撤
てっ

廃
ぱい

を訴
うった

えました。 

 町
まち

田
だ

のご自
じ

宅
たく

に友
ゆう

人
じん

たちを招
まね

いて食
しょく

事
じ

会
かい

などもされ、私
わたし

も亡
な

き夫
おっと

と呼
よ

ばれて、楽
たの

しいひ

とときを共
とも

にしたものでした。そんな一
ひと

コマ一
ひと

コマが、懐
なつ

かしく思
おも

い出
だ

されます。 

⬆ 「公
こう

開
かい

討
とう

論
ろん

会
かい

」出
しゅっ

席
せき

のあとの食事会にて。 
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 １０数
すう

年
ねん

前
まえ

に生
う

まれ故郷
こきょう

の高
こう

知
ち

に転
てん

居
きょ

され、一
いっ

線
せん

からは退
しりぞ

いていましたが、ＭＨＮ
えむえいちえぬ

の理
り

事
じ

（最
さい

後
ご

の１年
ねん

間
かん

は運
うん

営
えい

会
かい

員
いん

）はずっと続
つづ

けてくれており、公
こう

私
し

ともに支
ささ

えていただきまし

た。急
きゅう

な訃
ふ

報
ほう

は、本
ほん

当
とう

にショックでした。 

 

 思
おも

えば、昔
むかし

からの障
しょう

がい者
しゃ

運
うん

動
どう

の仲
なか

間
ま

たちがずいぶんと旅
たび

立
だ

っています。 

 樋
ひ

口
ぐち

さんも、懐
なつ

かしい仲
なか

間
ま

たちと再
さい

会
かい

しているのかな。 

 

 心
こころ

よりご冥
めい

福
ふく

をお祈
いの

りいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＬ
あいえる

部門
ぶもん

 福
ふく

島
しま

修
しゅう

子
こ

 

 

樋
ひ

口
ぐち

さんとお会
あ

いしたのは、１９９６年
ねん

の秋
あき

。当
とう

時
じ

、衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

選
せん

挙
きょ

が行
おこな

われ新
しん

党
とう

が立
た

ち上
あ

がった（民
みん

主
しゅ

党
とう

）頃
ころ

でした。その選
せん

挙
きょ

で、町
まち

田
だ

市
し

在
ざい

住
じゅう

の福
ふく

祉
し

の専
せん

門
もん

家
か

として比
ひ

例
れい

単
たん

独
どく

で

立
りっ

候
こう

補
ほ

した石
いし

毛
げ

えい子
こ

さんを応
おう

援
えん

する障
しょう

害
がい

者
しゃ

の会
かい

「国
こっ

会
かい

を使
つか

いこなす障
しょう

害
がい

者
しゃ

の会
かい

」が発
ほっ

足
そく

していました。応
おう

援
えん

する代
か

わりに、当
とう

選
せん

したら障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

の女
じょ

性
せい

秘
ひ

書
しょ

を入
い

れるようにという

取
と

り決
き

めがあったようです。当
とう

初
しょ

は、東
とう

京
きょう

在
ざい

住
じゅう

の障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

を探
さが

されていたようで

すが、皆
みな

さん忙
いそが

しく該
がい

当
とう

者
しゃ

が見
み

つからなか

ったそうです。そこで、何
なに

も知
し

らない私
わたし

に

白
しら

羽
は

の矢
や

が立
た

ち、福
ふく

岡
おか

から上
じょう

京
きょう

すること

になりました。そのサポートをしてくださ

ったのが樋
ひ

口
ぐち

さんだったのです。 

 樋
ひ

口
ぐち

恵
けい

子
こ

さんとの思
おも

い出
で
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初
はじ

めてお会
あ

いした時
とき

、飯
いい

田
だ

橋
ばし

の駅
えき

で「同
おな

じ背
せ

丈
たけ

の人
ひと

と会
あ

うの、初
はじ

めてでしょう？」と笑
え

顔
がお

で私
わたし

を見
み

つけて声
こえ

をかけて下
くだ

さいました。それから、ほどなくして町
まち

田
だ

市
し

の市
し

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

選
せん

挙
きょ

があり２期
き

目
め

を目
め

指
ざ

して選
せん

挙
きょ

活
かつ

動
どう

をされ、そこへ石
いし

毛
げ

事
じ

務
む

所
しょ

としてお手伝
てつだ

いに入
はい

りました。あ

の小
ちい

さなお身体
からだ

でパワフルに選
せん

挙
きょ

活
かつ

動
どう

をされている樋
ひ

口
ぐち

さんをみて、ただただ脱
だつ

帽
ぼう

しました。 

プライベートでは、新
しん

宿
じゅく

デパートのＳ
えす

サイ

ズバーゲンに誘
さそ

ってくださったり、ご自
じ

宅
たく

にお

招
まね

きいただいたり、上
じょう

京
きょう

してからも何
なに

かとお

声
こえ

をかけてくださいました。私
わたし

が妊
にん

娠
しん

した時
とき

も「お母
かあ

さんの体
からだ

のスペースに、赤
あか

ちゃんが

合
あ

わせて大
おお

きくなるらしいわよ。」と私
わたし

を安
あん

心
しん

させてくれました。生
う

まれ故郷
こきょう

の高
こう

知
ち

に転
てん

居
きょ

されてからも、上
じょう

京
きょう

されるたびに宿
しゅく

泊
はく

中
ちゅう

の

ホテルに押
お

しかけては、色々
いろいろ

なお話
はなし

をしまし

た。最
さい

近
きん

では、ＳＮＳ
えすえぬえす

でお話
はなし

することしか出
で

来
き

ませんでしたが、いつも私
わたし

を理
り

解
かい

してくだ

さるお姉
ねえ

さんのような存
そん

在
ざい

でした。 

突
とつ

然
ぜん

の訃
ふ

報
ほう

に、未
いま

だに樋
ひ

口
ぐち

さんを想
おも

うと涙
なみだ

が止
と

まりません。本
ほん

当
とう

に、淋
さみ

しいです。 

心
こころ

よりご冥
めい

福
ふく

をお祈
いの

りいたします。 
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●７月
がつ

２２日
にち

（土）
ど

 

この日
ひ

は、参
さん

加
か

者
しゃ

２名
めい

。まず、最
さい

近
きん

気
き

になっていることを出
だ

し合
あ

いました。 

その後
ご

、前
ぜん

回
かい

に引
ひ

き続
つづ

き、介
かい

助
じょ

を利
り

用
よう

してのモヤモヤを出
だ

し合
あ

いました。介
かい

助
じょ

スタート時間
じかん

の定
てい

義
ぎ

（準備
じゅんび

の時間
じかん

も時間内
じかんない

に含
ふく

まれるのか等
など

）ってなんだろうとか、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

のケアマネー

ジャーに対
たい

する不
ふ

満
まん

など、話
わ

題
だい

は多
た

岐
き

にわたりました。 

最
さい

後
ご

には、介
かい

助
じょ

を利
り

用
よう

して良
よ

かったこと

を出
だ

しあいました。 

調
ちょう

理
り

をお願
ねが

いしている人
ひと

が、料
りょう

理
り

人
にん

な

のでとても美味
お い

しい食
しょく

事
じ

が食
た

べられて嬉
うれ

し

い。頑
がん

張
ば

れば出
で

来
き

ることは、やらなければ

ならないと思
おも

い込
こ

んでいたが、明日
あ す

ヘルパ

ーさんの来
く

る日
ひ

だからやってもらおうと思
おも

えるようになって身体
からだ

が楽
らく

になった。コロ

ナに感
かん

染
せん

して、ポイントで介
かい

助
じょ

の派
は

遣
けん

をし

てもらえたのでありがたかったなどの意
い

見
けん

が出
だ

され、笑
え

顔
がお

で終
お

わることが出
で

来
き

まし

た。 

 

 

●８月
がつ

２６日
にち

（土）
ど

 

この日
ひ

の参
さん

加
か

者
しゃ

は２名
めい

。各
かく

自
じ

の気
き

になることを出
だ

し合
あ

いました。その後
ご

、今
こん

月
げつ

のテーマ「町
まち

田
だ

市
し

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

条
じょう

例
れい

（素
そ

案
あん

）パブリックコメント」について読
よ

み合
あ

わせをしながら、疑
ぎ

問
もん

に

感
かん

じたことを出
だ

し合
あ

いました。町
まち

田
だ

市
し

の差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

条
じょう

例
れい

（素
そ

案
あん

）は、「行
ぎょう

政
せい

の責
せき

務
む

」「事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の責
せき

務
む

」「市
し

民
みん

の責
せき

務
む

」が挙
あ

げられています、そこに「障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

の役
やく

割
わり

（差
さ

別
べつ

を受
う

けてきた当
とう

事
じ

者
しゃ

が伝
つた

える役
やく

割
わり

）」を加
くわ

えようとしています。「障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

の役
やく

割
わり

」を明
めい

記
き

す

ることは、東
とう

京
きょう

都
と

や国
くに

よりも一
いっ

歩
ぽ

踏
ふ

み込
こ

んだ条
じょう

例
れい

になると思
おも

いました。 

 

 

利用者
り よ う し ゃ

+
ぷらす

α
あるふぁ

交流会
こうりゅうかい

報告
ほうこく
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●９月
がつ

２３日
にち

（土）
ど

 

参
さん

加
か

者
しゃ

３名
めい

。先
せん

月
げつ

に引
ひ

き続
つづ

き「町
まち

田
だ

市
し

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

条
じょう

例
れい

（素
そ

案
あん

）パブリックコメント」につ

いて、それぞれが書
か

きたい内
ない

容
よう

の担
たん

当
とう

決
ぎ

めを行
おこな

いました。 

以
い

下
か

に、その「内
ない

容
よう

」を記
しる

します。 

➢ 第
だい

９条
じょう

「合
ごう

理
り

的
てき

な配
はい

慮
りょ

」について、福
ふく

祉
し

サービスを提
てい

供
きょう

する場
ば

合
あい

は明
めい

記
き

されているの

に、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

サービスを提
てい

供
きょう

する場
ば

合
あい

は、解
かい

説
せつ

文
ぶん

だけに「福
ふく

祉
し

サービスには、障
しょう

がい

福
ふく

祉
し

サービス、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

サービス等
とう

すべての福
ふく

祉
し

サービスを含
ふく

みます」という記
き

載
さい

がある

ため、見
み

落
お

としてしまう。本
ほん

文
ぶん

に記
き

載
さい

して欲
ほ

しい。 

➢ 第
だい

９条
じょう

「合
ごう

理
り

的
てき

な配
はい

慮
りょ

」について、「女
じょ

性
せい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

が出
しゅっ

産
さん

（不
ふ

妊
にん

治
ち

療
りょう

を含
ふく

む）・子
こ

育
そだ

てを行
おこな

う場
ば

合
あい

」を追
つい

加
か

して欲
ほ

しい。障
しょう

害
がい

者
しゃ

も子
こ

どもを産
う

み育
そだ

てることが出
で

来
き

るための

情
じょう

報
ほう

保
ほ

障
しょう

が必
ひつ

要
よう

。 

➢ 第
だい

１０条
じょう

「相
そう

談
だん

等
とう

」について、「委
い

託
たく

相
そう

談
だん

機
き

関
かん

は、特
とく

定
てい

相
そう

談
だん

（注
ちゅう

…差別
さべつ

を受
う

けた場合
ばあい

の相談
そうだん

）を受
う

けたときは、速
すみ

やかにその内
ない

容
よう

を市
し

に報
ほう

告
こく

する」とあるが、計
けい

画
かく

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

（特定
とくてい

計画
けいかく

相談
そうだん

）と間
ま

違
ちが

えやすいので別
べつ

の呼
よ

び方
かた

にして欲
ほ

しい。 

➢ 第
だい

１０条
じょう

「相談
そうだん

」がうまくいかなかった場合
ばあい

に「助言
じょげん

又
また

はあっせんの申
もう

し立
た

て」につな

げることができることを明記
めいき

してほしい。 

➢ 第
だい

１１条
じょう

「助
じょ

言
げん

又
また

はあっせんの申
もう

し立
た

て」について、どこに公
こう

表
ひょう

するのか公
こう

表
ひょう

先
さき

を明
めい

記
き

して欲
ほ

しい。 

➢ 全
ぜん

体
たい

にもっと図
ず

示
し

を入
い

れて分
わ

かりやすくして欲
ほ

しい。 

以上
いじょう
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Ｍ Ｈ Ｎ
まちだひゅーまんねっとわーく

の動
うご

き  ２０２３年
ねん

９月
がつ

１６日
にち

～１２月
がつ

１５日
にち

 

定期
て い き

開催
かいさい

のため記載
き さ い

を省 略
しょうりゃく

している主催
しゅさい

講座
こ う ざ

 

〇親
おや

サポ オンゴーイング（３ヶ
か

月
げつ

に１回
かい

） 

〇重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

（月
つき

１回
かい

） 

〇ピア・サポートグループ 

（ピア・カウンセリング講座
こ う ざ

修 了 者
しゅうりょうしゃ

の継続
けいぞく

クラス。６週
しゅう

に１回
かい

） 

〇ＴＩＬ
て ぃ る

運営
うんえい

会議
か い ぎ

（月
つき

１回
かい

） 

〇ほっとカフェＭ
えむ

（月
つき

１回
かい

）  

〇利用者
りようしゃ

＋
ぷらす

α
あるふぁ

交流会
こうりゅうかい

（月
つき

１回
かい

） 

✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ 

９月
がつ

２５日
にち

（月
げつ

）厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

主
しゅ

催
さい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

ピアサポート研
けん

修
しゅう

 指
し

導
どう

者
しゃ

養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

 

ＴＯＣ
てぃーおーしー

有
あり

明
あけ

コンベンションホールにて（ファシリテーター：堤
つつみ

） 

９月２６日
にち

（火
か

）厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

主
しゅ

催
さい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

ピアサポート研
けん

修
しゅう

 指
し

導
どう

者
しゃ

養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

 

ＴＯＣ
てぃーおーしー

有明
ありあけ

コンベンションホールにて（ファシリテーター：堤
つつみ

） 

✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ 

１０月
がつ

０３日
み っ か

（火
か

）ＪＩＬ
じ る

「ピアサポート体
たい

制
せい

加
か

算
さん

」学
がく

習
しゅう

会
かい

（ＺＯＯＭ
ず ー む

参
さん

加
か

：福
ふく

島
しま

） 

１０月
がつ

０５日
い つ か

（木
もく

）まちだ市
し

民
みん

大
だい

学
がく

ＨＡＴＳ
は っ つ

「まちだの福
ふく

祉
し

」③ ボッチャと交流会
こうりゅうかい

 

生
しょう

涯
がい

学
がく

習
しゅう

センターにて（参
さん

加
か

：丸
まる

山
やま

) 

１０月
がつ

１２日
にち

（木
もく

）まちだ市
し

民
みん

大
だい

学
がく

ＨＡＴＳ
は っ つ

「まちだの福
ふく

祉
し

」④ 大人
お と な

の発達
はったつ

障害
しょうがい

 

生
しょう

涯
がい

学
がく

習
しゅう

センターにて（参
さん

加
か

：丸
まる

山
やま

) 

１０月
がつ

２７日
にち

（金
きん

）ＴＩＬ
て ぃ る

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

サポートグループ（ＺＯＯＭ
ず ー む

出
しゅっ

席
せき

：吉
よし

野
の

） 

１０月
がつ

２８日
にち

（土
ど

）「骨
こっ

格
かく

提
てい

言
げん

」の完
かん

全
ぜん

実
じつ

現
げん

を求
もと

める大
だい

フォーラム 

（ＺＯＯＭ
ず ー む

出
しゅっ

席
せき

：福
ふく

島
しま

、堤
つつみ

、吉
よし

野
の

） 
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１０月
がつ

３０日
にち

（月
げつ

）東
とう

京
きょう

都
と

障
しょう

害
がい

者
しゃ

ピアサポート研修
けんしゅう

 専
せん

門
もん

研
けん

修
しゅう

(Ａ
えー

日程
にってい

) 

ルミエール府
ふ

中
ちゅう

にて（ファシリテーター：福
ふく

島
しま

） 

         町田市
ま ち だ し

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

条例
じょうれい

検討
けんとう

部会
ぶ か い

 市
し

役所
やくしょ

にて （出席
しゅっせき

：堤
つつみ

） 

✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ ✽ 

１１月
がつ

０８日
よ う か

（水
すい

）東
とう

京
きょう

都
と

障
しょう

害
がい

者
しゃ

ピアサポート研修
けんしゅう

 専
せん

門
もん

研
けん

修
しゅう

 (Ａ
えー

日程
にってい

) 

 ルミエール府
ふ

中
ちゅう

にて（ファシリテーター：福
ふく

島
しま

） 

１１月
がつ

０９日
ここのか

（木
もく

）まちだ市
し

民
みん

大
だい

学
がく

ＨＡＴＳ
は っ つ

「まちだの福
ふく

祉
し

」⑥ 絵本
え ほ ん

とジェンダー 

 生
しょう

涯
がい

学
がく

習
しゅう

センターにて（参
さん

加
か

：丸
まる

山
やま

） 

１１月
がつ

１３日
にち

（月
げつ

）東
とう

京
きょう

都
と

障
しょう

害
がい

者
しゃ

ピアサポート研
けん

修
しゅう

 専
せん

門
もん

研
けん

修
しゅう

(Ｃ
しー

日程
にってい

) 

新
しん

宿
じゅく

にて（ファシリテーター：堤
つつみ

） 

１１月
がつ

１４日
か

（火
か

）ＪＩＬ
じ る

介
かい

助
じょ

委
い

員
いん

会
かい

タウンミーティング（講師
こ う し

：堤
つつみ

） 

１１月
がつ

２２日
にち

（水
すい

）東
とう

京
きょう

都
と

障
しょう

害
がい

者
しゃ

ピアサポート研
けん

修
しゅう

 専
せん

門
もん

研
けん

修
しゅう

(Ｃ
しー

日程
にってい

) 

新
しん

宿
じゅく

にて（ファシリテーター：吉
よし

野
の

、堤
つつみ

） 

１１月
がつ

２９日
にち

（水
すい

）町田市
ま ち だ し

障
しょう

がい者
しゃ

施策
し さ く

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

 市
し

役所
やくしょ

にて(出席
しゅっせき

・堤
つつみ

) 

東
とう

京
きょう

都
と

障
しょう

害
がい

者
しゃ

ピアサポート研
けん

修
しゅう

 基礎
き そ

研
けん

修
しゅう

(Ｄ
でぃー

日程
にってい

) 

新
しん

宿
じゅく

にて（ファシリテーター：吉
よし

野
の

） 

１１月
がつ

３０日
にち

（木
もく

）東
とう

京
きょう

都
と

障
しょう

害
がい

者
しゃ

ピアサポート研
けん

修
しゅう

 専
せん

門
もん

研
けん

修
しゅう

(Ｂ
びー

日程
にってい

) 

浜松町
はままつちょう

にて（ファシリテーター：吉
よし

野
の

） 

         まちだ市
し

民
みん

大
だい

学
がく

ＨＡＴＳ
は っ つ

「まちだの福
ふく

祉
し

」⑦地域
ち い き

がつながる子ども
こ   

食堂
しょくどう

 

生
しょう

涯
がい

学習
がくしゅう

センターにて（参加
さ ん か

：丸山
まるやま

） 
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ほっとカフェＭ
えむ

 これからの予定
よ て い

  
編集
へんしゅう

後記
こ う き

 

自
じ

宅
たく

環
かん

境
きょう

の Ｉ Ｏ Ｔ
あいおーてぃー

化
か

を進
すす

めてきました。

エアコン、 照
しょう

明
めい

など、リモコン付
つ

きの家
か

電
でん

 

製
せい

品
ひん

のほとんど、換
かん

気
き

扇
せん

、玄
げん

関
かん

の鍵
かぎ

、インタ

ーホン、ＷＥＢ
う ぇ ぶ

カメラｅ ｔ ｃ
えとせとら

・・・ 

確
たし

かに生
せい

活
かつ

は便
べん

利
り

になりましたが、停
てい

電
でん

した

ら？スマホのバッテリーが切
き

れたら？電
でん

波
ぱ

 

障
しょう

害
がい

が起
お

こったら？もしもの時
とき

を 考
かんが

え 

ておかないと、エライ目
め

に合
あ

いそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自立
じ り つ

生活
せいかつ

センター 町田
ま ち だ

ヒューマンネットワーク 

〒１９４-００１３ 東 京
とうきょう

都
と

町田市
ま ち だ し

原町田
はらまちだ

２-２２-２６ １Ｆ
えふ

 

ＴＥＬ
で ん わ

 ０４２－７２４－８５９９ ＦＡＸ
ふぁっくす

 ０４２－７２４－７９９６ 

ＵＲＬ
ゆーあーるえる

 https://www.cil-mhn-enjoy.com/  E
い

-
ー

MAIL
めーる

 mhn89@nifty.com 

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

支援
し え ん

センターまちだや TEL
でんわ

 042-724-8616 E
い

-
ー

MAIL
めーる

 mhn-machidaya@mbr.nifty.com 

ヘルパーステーション・マイライフ   TEL
でんわ

 042-721-5044 

（１２月
がつ

１１日
にち

現在
げんざい

） 

正会員
せいかいいん

  １７１ 名
めい

 

賛助会員
さんじょかいいん

   １９名
めい

 

団体会員
だんたいかいいん

 ７団体
だんたい

 

年
ねん

会費
か い ひ

 正会員
せいかいいん

3000円
えん

 賛助
さんじょ

会員
かいいん

１口
く ち

1000円
えん

から 会費
か い ひ

振込先
ふりこみさき

／加入者名
かにゅうしゃめい

：特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

 町田
ま ち だ

ヒューマンネットワーク 郵便
ゆうびん

振替口座
ふりかえ こ う ざ

：00130-4-539920 

発
行
所 

東
京
都
世
田
谷
区
祖
師
谷
三―

一―

一
七―

一
〇
二 

障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会 

領
価
百
円 

原則
げんそく

オンライン開催
かいさい

予定
よ て い

（パソコンなどを用意
よ う い

できない人
ひと

は相談
そうだん

してください）。飲み物
の  も の

・食べ物
た  も の

はそれぞれでご準備
じゅんび

ください。カフェという名
な

のおしゃべりイベントです。だれ

でも参加
さ ん か

できます。 

※２月
がつ

３月
がつ

はオンラインと会
かい

場
じょう

のハイブリッド開
かい

催
さい

も企
き

画
かく

中
ちゅう

です。また、３月
がつ

は「利用者
りようしゃ

+
ぷらす

α
あるふぁ

交流会
こうりゅうかい

」と

合同
ごうどう

で開
かい

催
さい

します。 

日時
に ち じ

 １月
がつ

２０日
は つ か

（土
ど

）１４：００～ 

日時
に ち じ

 ２月
がつ

１７日
にち

（土
ど

）１４：００～ 

日時
に ち じ

 ３月
がつ

１６日
にち

（土
ど

）１４：００～ 

担当
たんとう

：吉野
よ し の

・丸山
まるやま

・堤
つつみ

 

 

編集
へんしゅう

担当
たんとう

 松原
まつばら

 

 

利
り

用
よう

者
しゃ

+
ぷらす

α
あるふぁ

交
こう

流
りゅう

会
かい

 これからの予定
よ て い

 

第４
だい  

木曜日
もくようび

（奇
き

数月
すうづき

）と第４
だい  

土曜日
ど よ う び

（偶
ぐう

数月
すうづき

）に交互
こうご

に開催
かいさい

します。オンライン開催
かいさい

です。 

※３月
がつ

は「ほっとカフェＭ
えむ

」と合同
ごうどう

で開催
かいさい

します。 

１月
がつ

２７日
にち

（土
ど

）１４：００～ 

２月
がつ

２２日
にち

（木
もく

）１４：００～ 

３月
がつ

１６日
にち

（土
ど

）１４：００～ 

 

 

お花
はな

見
み

開
かい

催
さい

のお知
し

らせ！！ 

３月
がつ

３０日
にち

（土）
ど

芹
せり

ヶ
が

谷
や

公
こう

園
えん

にて行
おこな

います。（雨
う

天
てん

中
ちゅう

止
し

） 

※詳
くわ

しくは期
き

日
じつ

近
ちか

くにＨ Ｐ
ほーむぺーじ

にてお知
し

らせします。お問
と

い合
あ

わせはお電
でん

話
わ

で。 

ヘルパー利用者
りようしゃ

と正会員
せいかいいん

障害者
しょうがいしゃ

が対象
たいしょう

です。パソコン・スマホが

あるのにメールで招待状
しょうたいじょう

が来
こ

ないという方
かた

がおられたらご連絡
  れんらく

ください。健康
けんこう

情報
じょうほう

、便利
べ ん り

グッズ、おでかけ情報
じょうほう

など、気
き

になることをち

ょっと深
ふか

堀
ぼ

り。取り組み
と  く  

の話
はなし

もします。ご意見
い け ん

あればメール・電話
で ん わ

な

どでお寄せ
 よ  

ください。                 担当
たんとう

：福島
ふくしま

・堤
つつみ

 

https://www.cil-mhn-enjoy.com/
mailto:mhn89@nifty.com

